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　南庄遺跡出土素文鏡について


















代の遺構は西側の微高地上で確認され、竪穴住居跡 7棟、堀立柱建物跡 5棟、河川跡 3条が検出され
ている。遺物は 6世紀前半～ 7世紀前半の須恵器・土師器・鉄製小刀・轡・管玉が出土している。平
安時代の遺構は東側の微高地上で確認されている。
　1987 年には、徳島家畜保健衛生所の建替えに伴う調査（森編 1989、第 1 図 c）が行われ、土坑や
自然流路、弥生時代中期前半の溝、弥生時代中期前半～古墳時代初頭の遺物が確認されている。
　1991 年の住宅開発に伴う調査（勝浦 1989、第 1図 d）では、弥生時代、中世の溝が確認されている。
　1994 年のマンション建設工事に伴う調査（三宅 1989、第 1図 e）では、弥生時代前期後半の土器溜り、
弥生時代中期後半の竪穴住居跡、古墳時代後期以降の溝が数条検出されている。






　素文鏡は、1994 年のマンション建設工事に伴う調査にて溝 SD05 から単独で出土している（第 2図）。
SD05 は河川跡と土坑 SK08 を切ると報告され、河川跡からは弥生時代から古墳時代後期の土師器・須







































完全に無文のものを素文鏡 1類、内区無文のものを素文鏡 2類とした（今井 1991）。
　小野本敦は古代の素文鏡を中心に考察している（小野本 2013）。素縁で、鈕が板状のものを A 類、
三角縁で、鈕に厚みがあるものを B 類としている。A 類は鈕孔を穿孔し、B 類は笵に中子をおいて鈕
孔を製作すると指摘している。さらに A類は鈕と鏡面の接合方法に基づいて A1 式～ A4 式に細分して













































　鏡の面径は 4.13 ～ 4.16 ㎝と正円ではない。鏡の厚みは 2 ㎜弱である。反りは 2mm、重量 15g であ
る。䭪のためか縁は全体的に剥離している。縁の端部は斜縁状に突出し、縁は厚さ 2.7 ～ 3.1 ㎜であ
る。鈕は鼻鈕である。鈕は長さ 1.2 ㎝、鈕は中央で幅約 3㎜、端で幅 5～ 6㎜である。鈕の高さは鏡
背面から約 2㎜で、鈕の上面は扁平である。鈕孔は幅 1.5 ㎜、高さ 1.0 ㎜である。
　本鏡は今平利幸による分類のBⅡ類である。筆者も鈕と縁によって素文鏡の分類を行った（第4図）。
鈕は 2つに分け、鼻鈕 1類、円鈕 2類とした。縁は 3つに分類した。外区はなく、平縁のものを A類、
外区があり、平縁のものを B 類、外区はなく、縁が斜縁状や三角縁状に突出するものを C 類とした。
鈕と縁の組み合わせのうち確認できるものは、1A 類・1C 類・2A 類・2B 類のみである。本遺跡出土例
は 1C 類に相当する。なお、1C 類は 5遺跡 7面を確認している。
4．類似する資料
　本鏡の特徴は正円ではないこと、縁が突出すること、鏡背面が研磨されていないこと、鈕が鼻鈕と
























と報告される。また、竪穴住居跡 9は竪穴住居跡 10 に切られている。竪穴住居跡 10 からは、土師器・
須恵器・手捏ね土器が出土しており、所属時期は、6世紀末～ 7世紀と報告される。
　素文鏡の実見・観察を行っている。一部は欠損しており、一部䭪におおわれている。鏡背面に研磨
はみられず、わずかに凹凸がみられるが、文様か否かは判断できない。鏡の面径は 4.10 ～ 4.15 ㎝で
あり、正円ではない。縁の厚みは 2.4 ～ 2.8mm、反りは 1 ㎜、現重量 9g、鈕孔径は 1 ㎜程度である。
縁は斜縁状に突出している。
静岡県下田市洗田遺跡　洗田遺跡は三倉山山麓に位置する祭祀
遺跡である（大場ほか 1938、堀田・川合 1939）。A ～ C 地点の







　3 遺跡の時期を比較すると、岡山県下湯原 B 遺跡は 6 世紀後半と報告され、静岡県洗田遺跡は 5 ～
6 世紀と報告されている。南庄遺跡は 6 世紀以降であることから、これらの 2 遺跡の時期と近い時期
と考えられる。以上のことから、縁が突出する素文鏡 1C 類については古墳時代中期から後期の時期
に収まると判断できる。　









は、平縁となる 1A 類と、南庄遺跡のように縁が突出し、斜縁状や三角縁状となる 1C 類とに分かれる。
1A 類は 13 遺跡 21 面であり、1C 類は 5遺跡 7面を確認している。
　出土時期については素文鏡 1A 類は、鳥取県青谷上寺地遺跡例において弥生時代後期の出土事例が
みられるのに対して、1C類は古墳時代中期～後期の洗田遺跡例が最も古い事例となる。このことから、






　鼻鈕の素文鏡の出土遺跡の種類を確認すると、縁が突出する 1C 類は、5遺跡のうち 1遺跡は古墳で、







古代の素文鏡 B 類（小野本 2013）である石川県寺家遺跡や福井県松浜客館跡遺跡出土鏡と共通する
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